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厚
生
労
働
省
が
令
和
元
年
に
公
表
し
た
再
編
・
統
合
の
検
証
が
必
要
な
全
国
四
百
二
十
四
の
公
的
病
院
の
一
つ
に
、
秋
田
県

大
館
市
の
扇
田
病
院
が
あ
る
。
公
表
を
受
け
て
、
大
館
市
は
病
床
の
在
り
方
な
ど
を
協
議
し
た
結
果
、
大
館
市
は
市
立
扇
田
病

院
の
入
院
病
床
を
廃
止
し
、
令
和
六
年
度
か
ら
無
床
診
療
所
と
す
る
計
画
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

一 

扇
田
病
院
の
あ
る
地
域
な
ど
の
住
民
を
中
心
に
「
扇
田
病
院
を
守
る
会
」
が
結
成
さ
れ
、
扇
田
病
院
の
無
床
化
の
動
き
に

反
対
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
上
記
公
表
に
端
を
発
し
た
問
題
で
あ
り
、
住
民
の
疑
問
に
正
面
か
ら
向
き
合
わ
ず
、
こ
の
ま

ま
押
し
切
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
伺
う
。 

二 

病
床
廃
止
の
理
由
に
、
市
は
将
来
的
な
人
口
減
や
、
地
域
に
必
要
な
病
床
数
推
計
と
現
状
の
乖
離
を
挙
げ
て
い
る
が
、
無

償
化
は
あ
ま
り
に
急
な
進
め
方
で
あ
り
、
扇
田
病
院
は
慢
性
期
対
応
を
は
じ
め
地
域
に
根
差
し
た
医
療
を
担
っ
て
い
る
。
今

後
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
み
、
慢
性
期
の
患
者
が
増
え
る
と
見
込
ま
れ
る
中
、
病
床
を
持
ち
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
病
院
の
存

在
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
病
床
を
全
く
な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
療
養
期
の
患
者
が
行
き
場
に
困
る
こ
と
が
な
い

か
、
再
編
・
統
合
を
進
め
る
前
に
、
地
域
ご
と
に
詳
し
い
検
証
を
行
う
よ
う
に
国
が
主
導
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
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